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ッカー ｣が24.5％、「おしゃべり」が19.4％、「カー ドゲー ム｣が18.7％、「野球｣が12.9％
であった。この結果は、体を動かさない遊びが多いように見えるが、季節を考慮すると
外で遊びにくい状況が考えられるので、一概に外遊びまたは体を動かす遊びが減少して
いるとはいえない。
友だちとテレビゲームの話をするかという質問に対する回答は｢する群｣(よくする＋
ときどきする)と「しない群｣(あまりしない＋まったくしない)に大きく二つに分かれてい
た。また、友だちと遊ぶこととテレピゲームで遊ぶことのどちらを優先するかという質
－6－
問に対し「いつもテレビゲームを優先する」と答えたのが5.3％、「友だちと遊ぶことを
優先する」と答えたのが64.1％､｢そのときによって違う」と答えたのが30.6％であった。
Ⅳ、考察
1．子どもはテレピゲームを適量でやめられるか
子どもがテレピゲームを適量でやめられるかは、テレピゲームに対する欲求とそのとき
のテレビゲームに対する夢中度と深い関係があり【図1】、テレビゲーム実施時間を抑制す
るには決まり（ルール）を作ることが効果的であることがわかった。さらに、その決まり
（ルール）を守るための要因として、決まり（ルール）を子ども自身が作ること、決まり
（ルール）を守らなかったときの罰の内容はテレビゲームができなくなることが挙げられ
る。
【図1】この1週間のテレビゲームに対する夢中度×この1週間でテレビゲームを
した日数
何よりもテレビゲームをやりたかった
テレビゲームにも夢中だったが､それ以外
の遊びのもっと夢中だった
テレビゲームにはほとんど夢中にならな
かった
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2．テレピゲームが友人関係に及ぼす影響
小学生にとってテレビゲームで遊ぶことは、1人遊びとしてではなく、サッカーや大縄
跳びなどの1人ではできない遊びと同様に、友だちと遊ぶ遊びのひとつとして考えられて
いると予想できる。よって、本研究の調査ではテレビゲームが1人で遊ぶことのできる遊
びという特徴を小学生が重視しているということはいえない結果となった。また、会話の
中のテレピゲームに注目しても、テレビゲームに夢中なものは友だちとテレビゲームの話
をよくするが、夢中でないものはあまりしないという結果がでたことより【図2】、テレビ
ゲームが友人関係維持のための要因になっているとはいえない。つまり、テレビゲームは
友人関係維持のための数ある要因の一つであるに過ぎないといえる。
【図2】この1週間のテレビゲームに対する夢中度×友だちとテレビゲームの話
をするか
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3．テレビゲームは悪影響を与えるか
テレビゲームに夢中な子どもはテレピゲームに夢中でない子どもより、スポーツに関す
る習い事に通っていたり、体を動かす遊びをよくしていることがわかった【図3】｡よって、
坂本3)が紹介しているテレビゲームが社会的不適応を招くといった悪影響は本研究の調査
では感じられなかった。それどころか、テレビゲームで遊ぶものは、よく体を動かしてい
るという結果が出ている。テレビゲームが子どもにとってプラスになっているとまでは言
い切れないが、悪影響は及ぼしていないと考えられる。
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【図3】この1週間のテレビゲームに対する夢中度×友だちとよくする遊
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結論
本研究の調査結果では､テレビゲームの1週間の実施日数の平均値は3.5日であった。
また、平日のテレビゲーム実施時間の平均値は1日あたり60．3分、休日は78．8分で
あった。
テレビゲームに対する夢中度については、「何よりもテレビゲームがやりたかった」と
答えたものが16.0％、「テレピゲームにも夢中だったが、それ以外の遊びにもっと夢
中だった」と答えたのが44.9％、「テレビゲームにはほとんど夢中にならなかった」
と答えたのが39.1％であった。テレビゲーム実施時間はテレピゲームに対する欲求や
夢中度と深い関係があり、テレビゲームに対する欲求や夢中度が高いものほどテレピ
ゲームを多く実施している結果となった。
テレビゲームを適量でやめるために、テレピゲームの実施に対する決まり（ルール）
があるものは全体の6割弱であった。ルールを守らなかったときの罰の有無に関わら
ず約5割のものがルールを守っていた。ルールの作成、ルールの内容について、親が
子どものやりすぎを規制する傾向がうかがえた。
小学生にとってテレビゲームで遊ぶことは、1人遊びとしてではなく、友達と一緒に
遊ぶ遊びのひとつとして考えられていることが示唆された。
また、テレビゲームは友人関係維持の一要因とみなせる可能性が示唆された。
本研究の調査結果では、テレピゲームに夢中なもののほうがそうでないものよりもス
ポーツに関する習い事に通っていたり、体を動かす遊びをよくしていることがわかっ
た。この結果は、テレピゲームでよく遊ぶ子どもが外で遊ばないというような悪影響
を感じさせないものであった。
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